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桧
木
内
中
学
校

内
陸
線
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
　
　
　

　

桧
木
内
中
学
校

で
は
、
毎
年
全
校

生
徒
に
よ
る
内
陸

線
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
31
日
、
全

校
生
徒
22
人
が
羽

後
長
戸
呂
、
松
葉
、

羽
後
中
里
、
左
通
、
上
桧
木
内
、
戸
沢
の
6

駅
に
分
か
れ
て
、
待
合
室
の
清
掃
や
駅
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
雨
が
降
る
な
か
一
生
懸

命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
藤
島
馨
楽
さ
ん
は「
久
し
ぶ
り
に
駅
に
行
っ

て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
ク
モ
の
巣
や
虫
の

死
骸
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
チ
ー
ム
で
協

力
し
て
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

天
じ
ょ
う
や
椅
子
の
下
の
押
し
入
れ
な
ど
も

隅
々
掃
除
を
し
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、浅
利
成
琉
さ
ん
は
「
雨

で
掃
除
を
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

ク
モ
の
巣
な
ど
を
み
ん
な
で
協
力
し
て
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
駅
の
外
も
き
れ

い
に
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
駅
に
立
ち
寄
っ
て
、
桧
木
内
中
生
の

頑
張
り
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
を
支
え
る
力
と
し
て
、
桧
木
内

中
の
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

桧
木
内
小
学
校　
夢
の
教
室

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
新
し
い
学
び

　
最
近
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
や
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
はInform

ation 
and Com

m
unication Technology

の

略
で
、「
情
報
通
信
技
術
」
の
こ
と
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
と
はG

lobal and Innovation 
G

atew
ay for All

の
略
で
「
全
て
の
児
童

生
徒
に
グ
ル
ー
バ
ル
で
革
新
的
な
扉
を
開

く
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
現
在
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
現

代
を
、
そ
し
て
次
代
を
生
き
る
子
ど
も
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

一
斉
学
習･･･

画
像
、
音
声
、
動
画
な
ど
を

活
用
し
た
リ
ア
ル
な
資
料
提
示

個
別
学
習･･･

一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度
や
興

味
に
応
じ
た
課
題
提
示

協
働
学
習･･･

グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
効

果
的
に
意
見
を
交
換
し
た
り
、
発
表
し
た
り

す
る
学
習

　
情
報
技
術
が
発
達
し
た
現
在
、
仙
北
市
に

住
み
な
が
ら
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
当
た

り
前
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大

し
て
い
ま
す
。
仙
北
市
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
点
を

活
用
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
感
想

白
岩
小
学
校 

6
年 

草
薙
瑚
那
さ
ん

　
昨
年
度
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
学
習
で
ク
ロ
ー

ム
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
調
べ

学
習
で
自
分
の
課
題
に
沿
っ
て
調
べ
た

り
、
調
べ
た
こ
と
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で

ま
と
め
、
そ
れ
を
全
体
で
発
表
し
た
り

し
て
き
ま
し
た
。
使
っ
て
み
て
便
利
と

感
じ
た
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
で
発
表
す

る
場
面
で
、
画
面
に
レ
ー
ザ
ポ
イ
ン
タ

を
当
て
な
が
ら
発
表
が
で
き
る
の
で
、

聞
い
て
い
る
人
に
わ
か
り
や
す
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
自
分
の
考
え
を
書
く
と
き
、

ノ
ー
ト
は
何
度
も
書
き
直
し
て
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
と
間

違
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
打
ち
直
せ
る
の
で
早

く
で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
調

べ
た
こ
と
を
ま

と
め
る
と
き
に
、

文
章
だ
け
で
な

く
写
真
も
す
ぐ

に
探
し
て
貼
る

こ
と
が
で
き
便

利
で
す
。

生
保
内
中
学
校 

1
年 

千
葉
明
日
香
さ
ん

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業
で
使
う
よ
う
に

な
っ
て
、
以
前
よ
り
も
授
業
で
で
き
る

こ
と
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。タ
ブ
レ
ッ

ト
に
は
た
く
さ
ん
の
機
能
が
あ
り
、
調

べ
も
の
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
１
台
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
操
作
に
慣
れ
て
い
る
と
、将
来
き
っ

と
役
に
立
つ

と
思
う
の

で
、
今
の
う

ち
に
い
ろ
い

ろ
な
機
能
を

覚
え
て
い
き

た
い
で
す
。

雨のなか窓掃除をする桧木内中生。

白岩小 6年算数 意見交流の場面。
生保内中 1年社会 

グループでの調べ学習。

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
元

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
Ｊ
リ
ー
グ

選
手
を
は
じ
め
様
々
な
ア
ス
リ
ー

ト
な
ど
を
夢
先
生
と
し
て
学
校
へ

派
遣
す
る
「
夢
の
教
室
」
を
行
っ

て
い
て
、
仙
北
市
で
は
小
学
校
5

年
生
を
対
象
に
「
夢
」
に
つ
い
て

考
え
る
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
桧
木
内
小
学
校
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
桧
木
内
小
学
校
の
夢
先
生
は
、

日
本
や
韓
国
の
サ
ッ
カ
ー
プ
ロ

リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
島
田
裕
介
さ

ん
で
す
。
島
田
さ
ん
は
「
好
き
な

こ
と
に
一
生
懸
命
打
ち
込
み
、
継

続
す
る
こ
と
が
大
事
。
う
ま
く
い

か
な
い
時
は
自
分
の
長
所
や
個
性

を
見
失
わ
な
い
こ
と
が
大
切
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

越
し
で
も
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
て
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
を
も
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
仙
北
市
の
子
ど
も
た

ち
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

桧
木
内
小
学
校 

　
　
　
　
５
年 

小
野
唯
真
さ
ん

　
ど
ん
な
話
か
な
と
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
し
た
。
夢
先
生
の
子
ど
も

の
頃
の
こ
と
、
未
来
に
向
か
う
こ

と
と
か
難
し
い
話
も
あ
っ
た
け

ど
、
お
も
し
ろ
く
話
し
て
く
れ
て
、

今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
夢
っ

て
す
ご
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
少
子
化
が
急
速
に

進
行
し
、
平
成
27
年
度
の
出
生
数

合
計
は
１
４
３
人
。
そ
れ
が
、
こ

こ
数
年
の
間
に
70
～
80
人
に
ま
で

落
ち
込
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来

的
に
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
を
支

え
る
志
に
あ
ふ
れ
、
地
域
を
担
う

人
間
の
育
成
を
今
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ヤ
マ
メ
の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
に

残
っ
た
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
よ
う

に
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
て
く
れ

る
よ
う
に
し
た
い
、
ま
た
、
た
と

え
仙
北
市
に
戻
っ
て
こ
な
く
て

も
、
心
の
ど
こ
か
で
仙
北
市
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
人
間
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
強
く
願
い
、
次
の
施
策

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

・
小
学
校
段
階
か
ら
の
職
場
見
学

や
職
場
体
験
活
動

・
地
域
に
生
き
る
方
々
の
志
や
考

え
方
に
ふ
れ
る
活
動

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
中
心
に
添
え
た
生

徒
会
活
動

・
子
ど
も
参
画
型
市
政
（
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
、
子
ど
も
議
会
）

・
若
者
交
流
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
お
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。

ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オンライン開催となった
「夢の教室」の様子。
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保
健
と
健
康
の
掲
示
板

99 20222022--77--1616広報せんぼく広報せんぼく

ヒトパピローマウイルス (HPV)ヒトパピローマウイルス (HPV)

　　　感染症ワクチン (子宮頸がん予防接種 )　　　感染症ワクチン (子宮頸がん予防接種 )

接種費用を助成します！接種費用を助成します！

ヒトパピローマウイルス (HPV) 感染症ワクチン
( 子宮頸がん予防接種 ) を任意接種で受けた方
▶  対象／平 成9年4月2日 ～ 平 成17年4月1日

生まれの女性のうち、次の①～④すべてに該当
する方

　①  令和4年4月1日時点で仙北市に住民登録が
あること。

　②  定期予防接種の対象者である期間にヒトパ
ピローマウイルス (HPV) 感染症ワクチンの
3回の接種が完了していないこと。

　③  17歳になる年度から令和4年3月31日の間
に、日本国内で2価ワクチン ( サーバリック
ス ) または4価ワクチン（ガーダシル）の任
意接種を受け、実費を負担したこと。

　　※  9価ワクチン（シルガード）は対象となりませ
ん。

　④  接種費用の助成を受けようとする接種回数
分について、キャッチアップ接種を受けて
いないこと。

▶  助成金額・回数／上限16,500円／回・ 3回
まで

▶  申請期限／令和7年3月31日
▶  申請方法／次の必要書類を準備し、保健課へ申

請してください。
【必要書類】
　・  ヒトパピローマウイルス感染症にかかる任意

接種償還払い申請書
　　※  保健課窓口または市ホームページからダウン

ロードしてください。
　・  健康保険証や運転免許証など、接種を受けた

方の氏名・生年月日・住所が確認できるもの
（接種を受けた方と申請者が異なる場合は双
方のもの）

　・  領収書原本（予防接種の種類、接種日、金額
がわかるもの）

　・  予防接種を受けたことが確認できるもの（母
子健康手帳、予防接種済証など）

　・  振込先の口座番号・口座名義が確認できる
もの

　申請・問合せ／
仙北市保健課　☎ 43-2252

秋田県外で接種を希望される方
▶  対象／ヒトパピローマウイルス (HPV) 感染症

ワクチンの定期接種対象者で、進学などでやむ
を得ない理由により、秋田県内の協力医療機関
で接種が受けられない方

▶  助成金額・回数／上限16,500円／回・ 3回
まで

▶  申請期限／予防接種を受けた年度の３月31日
まで

▶  申請方法／希望される方は、保健課までご連絡
ください。

　①  予防接種を受ける医療機関を決め、「予防接
種実施依頼書」が必要か、医療機関に確認し
てください。

　②  接種予定の2週間前までに、保健課へ「予防
接種依頼書発行申請書 ( 様式第1号 )」を提
出してください。

　③  接種後は、次の必要書類を準備し、保健課
へ申請してください。

【必要書類】
　・  予防接種助成交付申請書兼請求書（様式

第2号）
　・  領収書原本（予防接種の種類、接種日、

金額がわかるもの）
　・ 予防接種予診票
　・  予防接種を受けたことが確認できるもの

（母子健康手帳、予防接種済証など）
　・  振込先の口座番号・口座名義が確認でき

るもの
　　※  「予防接種依頼書発行申請書」、「予防接種

助成交付申請書兼請求書」は保健課の窓口
でお渡ししています。また市ホームページ
からもダウンロード可能です。
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集団健（検）診集団健（検）診  のお知らせのお知らせ 問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

▶ 特定健診　▶ 後期高齢者健診　▶ 一般健診　▶ 大腸がん検診　▶ 肺がん等検診
▶ 前立腺がん検診　▶ 肝炎ウイルス検診　▶ 風しん抗体検査集団健（検）診の種類

　健（検）診を受けることで、病気早期発
見と治療につなげることができます。
　5 月に各世帯へ郵送している「令和 4 年
度 各種健（検）診受診券」と「仙北市 健
診ガイド」で、対象の健（検）診をご確認
のうえ、健診会場へお越しください。
　今回は、西木地区の日程をお知らせしま
す。
　8月1号で角館地区の日程、8月16日号
で田沢湖地区の日程をお知らせします。

会場内の密集を避けるため、受付時間を会場内の密集を避けるため、受付時間を
守ってお越しください。都合により、決守ってお越しください。都合により、決
められた日時に来られない場合は保健課められた日時に来られない場合は保健課
までご連絡ください。までご連絡ください。

次の方は健（検）診が無料で受けられます次の方は健（検）診が無料で受けられます
　▶ 仙北市国民健康保険被保険者　
　▶ 後期高齢者医療被保険者
　▶ 年度年齢70歳以上の方
　▶ 生活保護受給者（緊急時医療依頼書をご提示ください）
　▶ 社会保険で世帯全員が市民税非課税の方
　　（市・県民税世帯証明書 ≪令和4年6月1日以降の
　　もの≫ をご提示ください）

「仙北市 健診ガイド」「仙北市 健診ガイド」は保健課、各市民センター、各出張
所にもありますのでご利用ください。仙北市のホームペー
ジ（https://www.city.semboku.akita.jp/citizens/06_01.
html）でもご確認いただけます。転入などで配布されてい
ない方は、保健課へお問い合わせください。

健診ガイドは、こちらから

日程 場所
受付時間① 

13:00 ～ 13:30
受付時間② 

13:30 ～ 14:00
受付時間③ 

14:00 ～ 14:30
受付時間④ 

14:30 ～ 15:00

8月1日
㈪ 西木コ

ミュニ
ティセ
ンター
（旧西
木保健
セン
ター）

潟尻、潟野、十二峠、
佐曽田、堂村上・下

荒町上
荒町中・下、
鎌足、八津

小山寺、小沢口、
堀之内西・東、
林崎、小原木

8月2日
㈫

石川原、高野上・下、
外谷地、

上門屋上・下、
屋敷田

道目木、漆原 入江、六本杉上・下
古堀田、下橋元、

中組、寺村

8月3日
㈬

西野、小白川、袖野 山崎、小渕野
宮田上・下、後川、

落合、西荒井上
西荒井下、

ニュータウン塚野腰

8月4日
㈭

吉田
体育館

上中里、中里、
小滝、小波内

吉田、相内潟、
相内上・下

松葉上・中・下、
松葉住宅、

橋掛通り、高屋

畑中、山口一・二・三、
長戸呂上・下、下田、
木田・相沢、久保、
大台野、大台野開

8月5日
㈮

紙風
船館

戸沢上・下、鳥屋森、
坂本、桁沢

中泊・寺村、比内沢
宮田、浦子内上、

堀内、三共
※紙風船館の受付は

14:30 までです。

▶ 持ち物／健康保険証、受診券、スリッパなどの内履き西木地区の日程表

レッツ！レッツ！
　　チャレンジ！　　チャレンジ！ おやこのクッキング教室おやこのクッキング教室

　市内の小学生とその保護者を対象に「おやこの
クッキング教室」を開催します。お友だちや家族、
食生活改善推進員と楽しくお料理しましょう！
▶  開催日／ 8月3日㈬
▶  時間／ 10:00 ～ 13:30（受付9:45 ～）
▶  場所／健康管理センター（角館庁舎となり）
▶  対象／市内の小学生とその保護者（祖父母の参

加も大歓迎です）
▶  内容／調理実習と試食・食育ゲーム
▶  参加料／無料
▶  持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具
▶  定員／先着10組程度

　申込・問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

シリーズ～第 2 期けんこう仙北 21 計画　重点分野　身体活動・運動～

ちょっとだけ動く習慣を！ちょっとだけ動く習慣を！
　「運動は健康によい」とわかっていても、続けて行うのがなかなか難しい方もいるかもしれません。2018年
に市で行ったアンケートでは、週2回運動をしている方は 37.3％でしたが、運動をしていない方も 32.9％い
ました。
　「運動＝スポーツすること」ではないので、日常生活の中で、まずは「今より 1日10分多く動く」を目標に、ちょ
こちょこ動くように心がけましょう。

▶ まったく運動していない方を減らす
目標値 10.0％ （2018年度 32.9％）

2023年までに目指す指標

・1回10分歩くことを 1日数回
行う。
・慣れたら 1回20分を目指す。

・机やいすの背もたれにつかまっ
て、「1、2、3、4」と数えながら
つま先立ちし、「1、2、3、4」で
下ろす。
・この動作を 10回行う。

・背筋を伸ばして立ち、息を吐き
ながら、片足を約5㎝持ち上げ、
1分間キープする。
・この動作を 1日3回行う。

～運動の例～
【ウォーキング】 【つま先立ち】 【片足立ち】

※ ふらつく場合には、机やいすの背もたれにつかまって
行いましょう。

※ やれる回数から始めて、慣れたら回数・頻度を増やし
ましょう。

問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252
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